
研究概要、研究成果等

タイやインドネシア等のアジアの国々を対象に、電源計画モデル、輸送量推計モデル、食料需要モ
デルの開発を行い、将来の各国における脱炭素社会の実現に向けた発電部門、運輸部門、農業部門
における取組を定量的に評価。発電部門では、時間あたりの電力需給を対象に各国における再エネ
導入の可能性等を評価。運輸部門では、輸送量の削減、電気自動車の導入と電源構成の関係も踏ま
えた排出経路を定量化。農
業部門では、食料需要の違
いによる影響や食品ロス削
減の効果も定量化。
さらに、上記の個別の分析
結果を踏まえて、従来から
開発してきたAIM(アジア太
平洋統合評価モデル)のEnd-
use(技術選択)モデルやCGE
(応用一般均衡)モデルを用
いて、これらの国において
二酸化炭素排出量のゼロを
実現する経路を定量的に評
価（図はインドネシアを対
象としたEnduseモデルの計
算結果）。
あわせて、モデルの役割や
重要性を理解し、政策に活
用してもらうことを目的と
して、各国の研究者や政策
担当者を対象に、本研究で
開発したモデルの適用や、
分析結果の解釈や活用につ
いてのトレーニングを実施。

環境政策等への貢献
2025年にインドネシア、タイから提出されたNDC3.0において、本研究課題で分析に取り組んできた
AIM（AIM/EnduseやAIM/CGE）が貢献した旨が明記。
https://unfccc.int/sites/default/files/2025-10/Indonesia_Second%20NDC_2025.10.24.pdf
https://unfccc.int/sites/default/files/2025-11/TH%20NDC%203.0.pdf
2025年2月に閣議決定された我が国の「地球温暖化対策計画」において、我が国の海外における貢
献としてAIMによる長期戦略策定、NDC改定、能力向上の支援が明記。
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インドネシアを対象とした推計結果（Enduseモデル）の例
上段：化石燃料起源二酸化炭素排出量の経路
下段：2050年のエネルギー種別最終エネルギー消費量と発電電力量
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